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【目的】
夜間におよぶ保育の質向上の普遍化に向けたシステム構築
を実現するため、専門職の「なまの声」から、夜間に及ぶ
質の高い保育を展開する上で欠かせない点と質の高い保育
の普及に向けた方向性を明らかにすることが必要である。
本研究は、質的研究により、夜間におよぶ質の高い保育の
展開と普及に向けたニーズを明らかにすることを目的とし
た。

【方法】
平成29年10月に、夜間に及ぶ保育に携わる子育て支援専門
職10名を対象としてフォーカス・グループ・インタビュー
調査を実施し、得られた結果を質的に整理した。調査時間
は約1時間半であり、調査項目は「夜間に及ぶ質の高い保育
を展開する上で欠かせない点」「質の高い保育を普及するた
めに何が必要か」の2点とし、倫理委員会の承認を得て実施
した。

【結果】
専門職の生の声に基づき検討した結果、『個』と『環境』の
領域から下記が抽出された。『個』の領域では、「安全、安
心、衛生の保証」、「遊びと教育」、「子ども自身の情緒を安
定させること」、「地域性を反映した支援サービス提供」、

「個別的な支援ニーズ理解」、「親子の関係性への理解と支
援」、「ファミリーウェルビイーングの観点」などが語られ
た。『環境』の領域では、保育実施への支援」では、夜間に
及ぶ保育の特性から、「子どもが園で見せる姿への専門的支
援の必要性」、や園での子どもの生活を支えるための経費や
保育士負担が高まることを踏まえ、「保育の質に関する水準
の維持」、「必要経費への理解」「保育士人数の増加」など、
保育の実現と継続に向けた支援と仕組みの必要性に加え、
社会の理解を得る必要性など「地域および社会との協働」
の重要性が語られた。

【考察】
夜間におよぶ質の高い保育の展開と普及に向けたニーズを、
長年夜間保育に携わる専門職のなまの声から質的に検討し
た結果、多様なニーズを持つ子どもと家庭に対して、質の
高い保育を展開していくためには、子どもと保護者の関係
性を含む、個々の支援ニーズを理解するとともに、保育士
や保育園経営への支援、地域及び社会の理解促進と協働の
重要性が示された。本研究で得られた、当事者のなまの声
を今後の研究および専門職支援活動に活かし、保育の質向
上とコミュニティ・エンパワメント実現に貢献することが
期待される。
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【はじめに】
自己効力感は、育児という課題遂行にとって重要な要因の
１つと考えられている。核家族で育児をする家庭が増加し、
父親の自己効力感を高める支援も重要と考える。

【目的】
４か月までの乳児を持つ父親の自己効力感と、それに関連す
る要因として家族構成等の属性とを検討し、関連する要因
を明らかにすることを目的とする。

【方法】
A市の新生児訪問および乳児家庭全戸訪問事業の対象となっ
た児の父親700名を対象に、無記名自記式質問紙調査を配
布し郵送にて回収した。調査内容は属性に関する項目と一
般性自己効力感（以下GSES）16項目について回答を得た。
研究の実施にあたり、所属大学の倫理委員会の承認を得る
とともに、研究の目的について対象者に書面にて同意を得
た。

【結果】
回収された192通（回収率27.4%）のうち、記載漏れのない
188通を分析対象とした。対象者の平均年齢は34.0±5.7歳
であった。核家族182名(96.8%)、育児休業の取得あり21名
(11.2%）であった。GSESの5段階区分では、「低い」が16名
(8.5%)、「 や や 低 い 」 が58名(30.9%)、「 普 通 」 が50名
(26.6%)、「やや高い」が59名(31.4%)、「高い」が5名(2.7%)
であった。GSES得点と属性に関する項目とのｔ検定を行っ
た。GSES得点は、「職場の上司や同僚に子どもの話ができる
群」（n=174）は9.8±3.5(p＜0.01)、「子どものことを気軽に
話せる人がいる群」（n=176）は9.7±3.6(p＜0.05)、「子育て
に 困 難 を 感 じ て い な い 群 」（n=147） は10.0±3.3で(p＜
0.05)、「パートナーの話をよく聞く群」（n=132）は10.0±
3.5で(p＜0.05)でGSES得点が高かった。一方、家族構成や
独居経験、育児教育参加の有無、育児休業の取得の有無な
どには有意差はみられなかった。

【考察】
母親を対象とした、自己効力感に関連する要因の検討にお
いて、ソーシャルサポートの有無との間に関連が見られてい
たが、父親においても、子どものことを気軽に話せる人や
環境が重要であることが確認できた。父親においても、周
囲からのサポートが子育ての自信につながると考えられた。

� 子育て支援1

一
般
演
題
・
口
演
　�

６
月
25
日
㊏

一
般
演
題
・
ポ
ス
タ
ー
　�

６
月
25
日
㊏

一
般
演
題
・
ポ
ス
タ
ー
　�

６
月
21
日
㊎

一
般
演
題
・
口
演
　�

６
月
24
日
㊎

ポスター 11 子育て支援1
座長：清水 嘉子（名古屋学芸大学　看護学部看護学科）

183The 66th Annual Meeting of the Japanese Society of Child Health

Presented by Medical*Online


	0183



